障害者虐待防止・権利擁護指導者養成研修　要綱


講義のねらい　
（１）障害者虐待における虐待被害者の立場からの虐待の実情を学ぶ。
（２）その上で、障害者虐待を防止するために支援者に必要な虐待のとらえ方と基本的視点を学ぶ。

講義内容とポイント（計８０分）
	講義内容
	ポイント
	使用するもの
	時間配分


	１．虐待と福祉の流れ

	（1） 戦後の社会福祉

（2） 誰が福祉を担うのか

（3） 虐待の概念化の背景①②

（4） 障害者虐待

（5） 障害者の権利擁護制度

（6） 虐待防止法

（7） 障害者制度改革推進本部
	資料集
	80分

	2． 差別と虐待はどう違うのか


	（１） 差別とは

（２） 虐待とは

（３） ＜対等＞がベースか否か

（４） 虐待とは何か

（５） 障害が理由かどうか

（６） 障害への偏見・価値観に由来するか否か
（７） アプローチの違い

（８） 財政との関係

（９） 差別の「例外」
	
	

	3． 虐待防止法とは


	（１）障害者虐待防止法
（２）児童虐待防止法に見る①②

（３）障害者虐待防止法はどうなる
	
	

	4． 虐待


	（１）どこでも虐待の芽は生まれる
（２）虐待防止法の真の意味

（３）見てみぬふりの恐怖

（４）職員の自覚なくても虐待

（５）連続性の錯覚

（６）利用者が言わなくても虐待

（７）利用者はなぜ言わないのか

（８）親の言葉を免罪符にしない
	
	

	５．やってみよう、演習


	（1） ある相談から

（2） 相談者が配慮すべきことは？
（３）～　事例検討
	
	

	6． 身体拘束・行動抑制


	（１）禁止される身体拘束
（２）障害者の身体拘束等の禁止

（３）「緊急やむを得ない場合」とは？

（４）こんな場合は？
	
	

	7． アンケートから


	（１）アンケート結果から
（２）障害者の身体拘束ガイドライン

（３）厳しい条件を付ける理由

（４）行動支援計画作成にあたって

（５）身体拘束が問題行動を誘発する？

（６）行動の分析と適切な支援

（７）真のニーズに基づいた支援

（８）言葉のない人の思いをどう受け止める

（９）Ｋさんがしたこと、Ｋさんの話
	
	

	８．おわりに
	
	
	


講義で使用するもの

・資料集
講義にあたっての留意事項
なし
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科目名　障害者虐待の現場から（講義）




















